
与路小・中学校 学校便り 令和２年２月号

３月

３日（火） 中学校 学年末テスト
１年 理，英，社
２年 理，国，社

４日（水） 中学校 学年末テスト
１年 数，国
２年 数，英

５日（木） プログラミング教室
９日（月） 家庭生活振返り週間

（～１5日）
１０日（火） 保健タイム
１３日（金） お別れ遠足（高原海岸）
１７日（火） 卒業式予行練習
２０日（金） 春分の日
２３日（月） 世界が広がる読書の日
２４日（火） 卒業式
２５日（水） 修了式
２６日（木） 離任式

４月 （予定）
６日（月） 始業式，入学式

いじめを考える週間（～１１日）

７日（火） 身体測定，友だちを迎える会
保健タイム

９日（木） ＮＲＴ○小 国，理， ○中 国，

理，英 家庭訪問
１０日（金） ＮＲＴ○小 社，算， ○中 社，数

１１日（土） 校区内安全点検，海遊び
１３日（月） 家庭生活振り返り週間

（～１９日）
１６日（木） 全国学力学習状況調査

交通安全教室・防犯教室
１７日（金） 授業参観，ＰＴＡ総会

学級ＰＴＡ
２２日（水） 舟こぎ練習 ⑤・⑥
２３日（木） 世界がひろがる読書の日
２８日（火） 春の１日遠足

３・４月の主な行事予定
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８日（土）立志式を行いました。立志式は奈良時代の「元
服の儀」に由来し，十四歳になった年に誓いを立てる，まわ
りの人に感謝する等の心を培う意味を持つお祝いの式です。
立志の決意では，慎一さんが今までの自分から脱皮して何

事にも積極的に取組み，目標に向って今やるべき事をしっか
りやることの誓いを述べました。
また講演では，町役場企画課の信島浩司氏をお招きし，ご

自分の経験談から勉強をする事の大切さを熱心に話していた
だきました。しめくくりの「乾杯」には子どもたちも聴き入
り ，感動的で，大変充実した式になりました。

立志式

与 路 小 ・ 中 の 様 子 は 加 計 呂 麻 島 学 校 Ｈ Ｐ で … ( http://kakeroma-
school.sakura.ne.jp//yoro/index.html)与路グリーンハウスブログもリンクしてます。

６日（水），町税務課の大里さんを講師に招き，租税教
室を開きました。世の中の税金がなくなったときのシュ
ミレーションのビデオを見て，いかに税金が私たちの活
に必要であるかを学習しました。
児童生徒からは，税金が暮らしになくてはならない，

税金は必要である等の感想がありました。大変意義のあ
る学習になりました。

租税教室

１５日（土），黒糖作り体験をしました。学校農園で育て
たサトウキビを全員で刈り，黒糖作りの準備をしました。
当日は小雨が降る中でしたが，福島さん御夫妻にご教授

いただきながら作業を進めることができ，サトウキビを搾
る作業から始まり，煮る，あく取り，混ぜる等様々の工程
を体験できました。
鍋で煮詰めた後，火からおろしてへらで混ぜる作業が大

変でしたが，みるみるうちに黒糖になっていく様子を見る
ことができました。甘い香りのする中での作業で，できあ
がったばかりの美味しい黒糖を口にすると子どもたちも満
足気な様子でした。
貴重な体験をすることができました。福島さん御夫妻を

はじめご協力下さった地域の方に感謝いたします。ありが
とうございました。

黒糖づくり体験

与路島の野山にはサシバのカン高い鳴き声や赤ひげの
囀りが「こだま」し，三寒四温を繰り返しながら，季節は
確実に春に向かっていますが，令和元年度も残すところ１ヶ
月程になりました。
子どもたちも寒さに負けず卒業や進級に向け生活面や学習
面でのまとめと来年度に向けての準備に励んでいます。
さて，現代社会で求められる人材は，発想や創意を豊かに
兼ね備えていることが重要視されています。豊かな発想や創
造力の持ち主の良さを次に挙げてみます。

◇ 好奇心が旺盛で既存の考え方に縛られず広い視
野で問題場面を様々な角度から捉え，アイディア
や意見を出すことが得意

◇ 五感をフルに活用した発想や感性が豊かで物事
の本質を捉えることが得意

◇ 楽しみながら独自の発想を膨らませることが得
意

◇ 物事に対して柔軟な考え方ができ，他の人の気
持ちを読み取ることが得意

このように，知らない世界に想いを馳せ「もしも…だ
ったら」等の思考で社会に貢献できる発明や発見が期待
できる児童・生徒の育成が大切だと考えます。
また，予測が困難な時代を生き抜く力を

付けるために学校では来年度からプログラ
ミング教育や外国語教育を充実させて行き
ます。

今年も２月に古仁屋与路会の敬老会が盛会に行われ，鎌
田町長様を始め，多くご来賓や古仁屋，名瀬等在住の方々
で敬老の皆様方を祝福することができました。
参加された方々の古里，与路島に対する思いを実感する

ことができました。
古仁屋与路会の敬老者の方々の今後の御健康と御多幸を

祈念いたします。

豊かな発想や創造力
学校長 積久 徳重

古仁屋与路会 敬老会


